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過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome；IBS）や非

心 臓 性 胸 痛 な ど の 機 能 性 消 化 管 障 害（functional 

gastrointestinal disorders；FGIDs）はありふれた疾患で，

罹患率は10〜20％に上る1）。さまざまな腸症状がみられる

が，最も一般的な症状は疼痛である。FGIDs患者に認め

られる異常は，健常人と比べてより小さな腸刺激によっ

て疼痛がみられる（内臓過敏）のみであることも多い2）。

内臓過敏は，腸神経過敏または，腸の感覚の脳情報処理

（脳−腸相関）異常によるものであると考えられている3）。

われわれは，ヒト食道過敏モデルを作成し4），健常食

道に塩酸を注入すると，塩酸が触れた部位だけでなく，

塩酸が触れていない隣接部位でも疼痛閾値が低下するこ

とを認めた。動物試験，さらにヒトでの体性痛試験によ

り，損傷部位の過敏は一次求心性ニューロンの末梢性痛

覚過敏，損傷の隣接部位の過敏は脊髄ニューロンの中枢

性痛覚過敏によるものであることが示唆されている。末

梢性および中枢性痛覚過敏の詳細なメカニズムを明らか

にするため，この食道過敏モデルの薬理学的プロファイ

ルを検討した。N-メチル-D-アスパラギン酸（NMDA）受

容体拮抗薬塩酸ケタミン5）を用いて，酸注入による健常ヒ

ト食道の内臓過敏の発症を抑制できることを確認した。

健常被験者を対象に，感情状態が食道痛覚の脳情報処

理に及ぼす影響を検討した。機能的磁気共鳴画像（fMRI）

を用いて，ネガティブな感情状態で食道刺激を与えた場

合に限り，前部島皮質や前帯状皮質などの辺縁領域が著

しく活性化することを確認した6）。したがって，食道の

感覚の脳情報処理は，その感覚を知覚する人の感情状態

によって変化すると考えられる。

脳−腸相関の研究は，過去の腸損傷・炎症による腸神

経過敏を有するFGIDs患者と，心理的要因による腸の感

覚の脳情報処理異常を有するFGIDs患者を識別するうえ

で有用であると考えられる。これにより，腸神経過敏を

有する患者は過敏を軽減する新規の鎮痛剤を用いて治療

し，脳情報処理異常を有する患者は適切な心理療法に

よって治療できるため，この情報は治療上重要な意義を

もつ。
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